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　　　2026年５月15日に公表した2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想値と本日公表の実績値に差異が

　　生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。

　　　また、2027年３月期の通期連結業績予想を下記のとおり修正しましたので、お知らせいたします。

１．2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異（2026年４月１日～2026年９月30日）

前回発表予想(A)

実績値(B)

増減額(B-A)

増減率(%)

（ご参考）前期実績
（2026年３月期第２四半期）

２．2027年３月期通期連結業績予想の修正（2026年４月１日～2027年３月31日）

前回発表予想(A)

今回発表予想(B)

増減額(B-A)

増減率(%)

（ご参考）前期実績
（2026年３月期）

差異及び修正の理由

　　2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績につきましては、売上高は概ね業績予想並みに推移しましたが、

　営業利益・経常利益は、中東情勢の緊迫化・長期化を背景とした物価高騰の影響等に伴う原料・エネルギー価格上昇

　や、人件費の増加により前回発表予想を下回りました。親会社株主に帰属する中間純利益は、特別損失に訴訟損失を

　計上したこと等から、前回発表予想を下回る結果となりました。

　　通期の連結業績につきましては、人手不足や建築費高騰による建築計画の中止・延期の常態化や規模縮小等の影響

　から、下期においても一般建築向け「アスロック」の販売低迷が続く見通しです。また、住宅向け押出成形セメント

　製品についても、金利上昇や建築費高騰等により販売が低迷すると予想されることから、売上高は前回発表予想を下

　回る見込みです。営業利益・経常利益は、下期において、押出成形セメント製品及びスレートボードの販売価格改定

　の効果を見込む一方、中東情勢の長期化に伴う原料・エネルギー価格のさらなる上昇により、前回発表予想を下回る

　見込みです。親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、経常利益の減少に加え、上期に計上した訴訟損失を

　を踏まえ、上記のとおり修正いたします。

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後さまざまな

　要因によって予想数値と異なる場合があります。

記

2026年11月13日

2027年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値の差異及び
通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

１株当たり
中間純利益

11,332 751 865 334 28.10

11,200 910 1,060 690 57.99

1.2 △17.4 △18.4 △51.5

132 △158 △194 △355

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

11,572 1,116 1,213 454 38.76

22,700 2,170 2,370 1,560 131.10

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

△700 △710 △740 △760

22,000 1,460 1,630 800 67.20

以　上

△3.1 △32.7 △31.2 △48.7

22,312 1,993 2,166 605 51.56


